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➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 1㸸大学拡充ィ⏬の推㐍 

【基ᮏ方㔪:2】 
さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 

【基ᮏ方㔪:7】 
 教⫱の実㊶の場としての医⒪・⚟♴施タの展㛤 
【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 

1.新専攻分㔝のタ⨨、収容定員の増加、大学㝔┳ㆤ学分㔝のタ⨨、助⏘師ㄢ⛬の᳨ウと実⌧への
プロセスの推㐍 

2.新専攻分㔝のタ⨨➼に伴う施タの改修と教⫱⎔境などの改善に向けた取⤌ 
3.㝃属医⒪施タのタ❧と体制整備に向けた取⤌ 

㈐任⪅:Ỉ㇂ 史⏕㸦ἲ人事務局㛗㸧 
分担⪅:山口 えり子㸦企⏬広報ㄢ㛗㸧、宮㷂和⿱㸦⟶㈈ㄢ㛗㸧、勝⏣⬟成㸦前⟶㈈ㄢ㛗㸧、ΎỈィ㞝
㸦医⒪⚟♴事ᴗ⟶⌮室㸧 
事務局:企⏬広報ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬新専攻分㔝のタ⨨、収
容定員の増加、大学㝔┳
ㆤ学分㔝のタ⨨、助⏘師
ㄢ⛬の᳨ウと実⌧への
プロセスの推㐍 

 

 

①保健⾨⏕学㒊⌮学⒪ἲ学⛉を改⤌し、2019 年 4 月に保健⾨⏕学㒊 

 リハビリテーション学⛉⌮学⒪ἲ学専攻、作ᴗ⒪ἲ学専攻を㛤タす

るための⏦ㄳ手⥆きを㐍める。 

 また、学⛉と事務局とㄪ整をㅎりながら㛤タの‽備を㐍める。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

保健⾨⏕学㒊⌮学⒪ἲ学⛉を改⤌し、平成 31年 4 月リハビリテーショ

ン学⛉⌮学⒪ἲ学専攻、作ᴗ⒪ἲ学専攻をタ⨨するため収容定員増の

ㄆ可⏦ㄳ、学⛉タ⨨の届出、作ᴗ⒪ἲ士の㣴成指定ᰯの⏦ㄳを文㒊⛉

学┬に提出し、学⏕募㞟ά動、㹎㹐を⾜った。リハビリテーション学

⛉は、保健⾨⏕学㒊の教⫱◊✲┠ⓗに基づき、リハビリテーションㅖ

⛉学、医学➼に⢭㏻し、♫会人、⫋ᴗ人、国㝿人として⏕ᾭにわたっ

て⮬己◊㛑できる⌮学⒪ἲ士および作ᴗ⒪ἲ士を㣴成することを┠ⓗ

とする。 

≉に収容定員増として、作ᴗ⒪ἲ学専攻 収容定員 160 名を新タし、

初年度入学定員 40 名に対し、43 名の入学⪅であった。 
 

②2019 年 4 月保健⾨⏕学㒊㙀⅍サイエンス学⛉に、㙀⅍・スポーツト

レーナー学専攻を新タし、スポーツトレーナーに㛵する㈨᱁が取得

できるコースを新タする。㸦日ᮏトレーニング指導⪅協会㸸トレーニ

ング指導⪅、㹌㹃㹑㹒㸿㸸パーソナルフィットトレーナー㸧 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

平成 31 年 4 月保健⾨⏕学㒊㙀⅍サイエンス学⛉では、㙀⅍学専攻に加

え、新たに㙀⅍・スポーツトレーナー学専攻を㛤タし、この専攻希ᮃ

の入学⪅は 27名で学⛉全体では 34 名㸦入学定員 30名㸧であった。 

ᮏ専攻は、スポーツの専㛛▱㆑を兼ね備えた㙀⅍師を⫱成する。トレ

ーニング指導⪅㸦JATI㸧とパーソナルフィットネストレーナー㸦NESTA)

の㈨᱁を得ることでスポーツ㑅手や健康㐠動実㊶⪅への㙀⅍⒪、リ

ハビリ、さらにはコンディショニングなどのきめ⣽かい指導を⾜うこ
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とができ、⛉学ⓗに日々㐍Ṍしているスポーツや㐠動分㔝で㈉⊩でき

る㙀⅍師の⫱成を┠ⓗに㛤始した。 

     
③2019 年 4 月に、大学㝔医⒪⛉学◊✲⛉医⒪⛉学専攻に┳ㆤ学分㔝を

タ⨨するための‽備を㐍める。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

平成31年4月大学㝔医⒪⛉学◊✲⛉医⒪⛉学専攻修士ㄢ⛬に┳ㆤ学分

㔝をタ⨨する新カリキュラム及び兼担教員を㓄⨨した。 

修士ㄢ⛬┳ㆤ学分㔝は、平成 31 年 4 月に入学⏕ 2 名㸦♫会人㸧を受け

入れて㛤始している。 

 
④2020 年 4 月に、┳ㆤ学㒊┳ㆤ学⛉の入学定員を 80 名から 100 名に

定員増加するための᳨ウを⾜う。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

令和 2 年㸦2020 年㸧4 月┳ㆤ学㒊┳ㆤ学⛉の入学定員を 80 名から 100

名に増加することが平成 30 年 9 月⌮事会において承ㄆされ、⌧在、収

容定員増のㄆ可⏦ㄳ、┳ㆤ師㣴成指定ᰯの変更⏦ㄳの‽備を㐍めてい

る。 

 

⑤助⏘師ㄢ⛬のタ⨨について᳨ウする。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

助⏘師ㄢ⛬のタ⨨については、タ⨨形態や人事、施タ、タ備➼引き⥆

き可⬟性を᳨ウしていく。 

 
⑥平成 30 年 4月大学㝔医⒪⛉学◊✲⛉医⒪⛉学専攻に、⮫床心⌮士及 

び国家㈨᱁である公ㄆ心⌮師の㣴成を┠ⓗとした⮫床心⌮学分㔝 

を㛤タする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶) 
上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

平成30年4月に大学㝔医⒪⛉学◊✲⛉医⒪⛉学専攻修士ㄢ⛬に⮫床心

⌮学分㔝を㛤タし、ᮏ学学㒊卒ᴗ⏕ 5 名と⌧役教員など♫会人 5 名を

含む 12 名が入学し、「公ㄆ心⌮師」、「⮫床心⌮士」の受㦂㈨᱁に対応

したカリキュラムで授ᴗ及び実⩦指導を㛤始した。 

「⮫床心⌮士」受㦂㈨᱁については、日ᮏ⮫床心⌮士㈨᱁ㄆ定協会よ

り平成 31 年 3 月 29 日に指定を受けることができた。また、「公ㄆ心

⌮師」受㦂㈨᱁については、文㒊⛉学┬・厚⏕労働┬より、平成 31

年 3 月 29 日に公ㄆ心⌮師となるために必せな⛉┠の基‽を‶たして

いる旨回⟅を得ることができた。 

2㸬新専攻分㔝のタ⨨➼に

伴う施タの改修と教⫱

⎔境などの改善に向け

た取⤌ 

 

①改善をせする⟠所の「実施日」「実施内容」を᳨ウする。 
㸺千代崎キャンパス㸼 
・✵ㄪᶵ器更改㸦実㦂実⩦➼ 2・3 㝵㸧→2年┠㸦Ⅱᮇ工事㸧 
・受㟁タ備更新工事 4 ケ年ィ⏬→2 年┠㸦Ⅱᮇ工事㸧 
・A ㅮ⩏Ჷ✵ㄪ改修 3 ケ年ィ⏬→初年度 
・リハビリテーション学⛉タ⨨に係る改修工事 
・㙀⅍サイエンス学⛉改⦅に係る改修工事 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

・実㦂実⩦Ჷの✵ㄪᶵ器更改…平成 30 年 6 月施工῭み。 

 ・受㟁タ備更新Ⅱᮇ工事…平成 31 年 3月施工῭み。 
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 ・㸿ㅮ⩏Ჷ✵ㄪ改修初年度工事…平成 31 年 3 月施工῭み。 

・リハビリテーション学⛉の施タについては、㸿ㅮ⩏Ჷの一㒊を改 

修し、作ᴗ⒪ἲ学専攻の実⩦室 2 室をタ⨨、JART グ念㤋の一㒊を 

改修し実⩦室 2室、ゼミ室 8 室、教員◊✲室 8 室を整備した。 

平成 31 年 3 月施工῭み。 

  ・㙀⅍サイエンス学⛉の施タについては、体⫱㤋にᮏ専攻専⏝の 

トレーニングルーム・更⾰室を整備した。 

平成 30 年 12 月施工῭み。 

    

㸺ⓑ子キャンパス㸼 
・ㅮ堂屋上㜵Ỉ改修工事→2 年┠㸦Ⅱᮇ工事㸧 
・1 号㤋㐃⤖㏦Ỉ⟶他⛣タ工事 
・コミュニティハウス屋内ᾘⅆᰦ㓄⟶改修工事 
・4 号㤋改修工事㸦大学㝔タ⨨㛵㐃㸧 
・1 号㤋 1 㝵⏨子トイレ改修工事 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ・ㅮ堂屋上㜵ỈⅡᮇ工事…平成 30 年 6月施工῭み。 

 ・㸯号㤋㐃⤖㏦Ỉ⟶他⛣タ工事…平成 30 年 5 月施工῭み。 

 ・コミュニティハウス屋内ᾘⅆᰦ㓄⟶改修工事…平成 30 年 5 月施工

῭み。 

・大学㝔医⒪⛉学◊✲⛉┳ㆤ学分㔝の施タタ備に伴う㸲号㤋改修工 

事…平成 30 年 12 月施工῭み。 

・㸯号㤋㸯㝵⏨子トイレ改修…平成 30 年 9 月施工῭み。 

3㸬㝃属医⒪施タのタ❧と

体制整備に向けた取⤌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学㝃属㝔タ❧に向け、下グの取り⤌みを⾜う。 

・㝔の基ᮏタィ及びᴫ⟬工事㈝➼について᳨ウする。 

・≉例床タ⨨チ可を得るために┴と⥥密な協㆟を⾜う。 

・文㒊⛉学┬へ大学㝃属施タタ❧の寄㝃⾜Ⅽ変更⏦ㄳに係る事前┦ㄯ

を⾜う。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

・平成 30 年 4 月㹼平成 31年 3 月にかけて延べ 6 回にわたる学内「⦆

和ケア᳨ウ会」㸦座㛗㸸学㛗㸧を実施し、基ᮏタィ及びᴫ⟬工事㈝

➼をỴ定した。 

・文㒊⛉学┬へ大学㝃属施タタ❧の寄㝃⾜Ⅽ変更⏦ㄳに係る事前┦

ㄯを⾜った。 
・平成 31 年 4月 9 日三㔜┴▱事より厚⏕労働大⮧同意の㏻▱、≉

例床タ⨨ 25床のチ可を受けた。 

 



㕥㮵医⒪⛉学大学 

4 

➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 2㸸大学広報の強化と入学⪅受入れの改善 

【基ᮏ方㔪:2】 
 さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 
【基ᮏ方㔪:3】 
 戦␎ⓗ広報の展㛤 
【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 
1.広報ά動の強化および大学ブランド力を向上させる情報Ⓨ信 
2.アドミッション・ポリシーにἢった学⏕☜保の実⌧と入学に┤⤖する広報ά動の強化と入ヨ制度
➼の᳨ドと改善 

㈐任⪅:㛗ᮧ ὒ一 
分担⪅: 小山 尚ᶞ㸦入学ㄢ㛗㸧、山口えり子㸦企⏬広報ㄢ㛗㸧 
事務局:入学ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯㸬広報ά動の強化および

大学ブランド力を向上

させる情報Ⓨ信 

 

 

 

①効ᯝⓗな広報戦␎の❧・実⾜㸦新つ広報戦␎㸧 

「学⏕募㞟広報㸦入学ㄢ㸧と大学広報㸦企⏬広報ㄢ㸧の㐃携と双方の充

実化を図る」 

㸯㸬2018 年 10月までに、受㦂⏕の入ヨ動向の分ᯒをする。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

「アクセスオンライン」㸦㈨料ㄳồ⪅⟶⌮システム㸧と入学ㄢで⟶⌮

している「受㦂⪅情報」から平成 29 年度と平成 30 年度㧗ᰯ卒⏕を抽

出し、動向分ᯒを⾜った⤖ᯝ、以下の内容を☜ㄆした。 

[分ᯒ⤖ᯝ] 

・オープンキャンパス参加⪅の増員を⾜うためには、㧗ᰯ⏕との事前

の接ゐ回数を増やすことが必せ。 

・ᮾᾏ地区の学⏕だけではなく、他エリアの学⏕を☜保するための広

報戦␎が必㡲。 

・女子のṌ␃まり⋡を㧗くするために、ターゲットに向けたコンテン

ツや何を必せとしているのかを᳨ウ。 

・学⏕の「大学へのᮇ待値」を上げるためのコンテンツⓎ信が必せ。 

 

㸰㸬2018 年 10月までに、広告広報の㈝⏝対効ᯝの 定をする。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

【公式 SNS㸦LINE㸭Instagram㸧の㛤始】 

平成 30 年 3 月下旬より受㦂⏕向け公式 SNS の㐠営を㛤始し、⌧在の

Instagram ユーザー㸦フォロワー㸧数 202名、Line 友㐩数 552 人を⋓

得することができた。 
【大学ホームページ】 

以下のサイトを❧ち上げ、ホームページの充実化を図った。 

㺃「大学ホームページのリニューアル」 

㺃「女子学⏕寮・学⏕指定寮のリニューアル」 

㺃「㈨᱁⤂介サイト」 

㺃「作ᴗ⒪ἲ学専攻 ≉タサイト」 

㺃「㙀⅍㺃スポーツトレーナー学専攻 ≉タサイト」 
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㺃「オープンキャンパス ≉タサイト」 

 [分ᯒ⤖ᯝ] 

・「Google Analytics」㸦アクセスゎᯒソフト㸧を利⏝し、新つユーザ

ーでの平成 29年度と平成 30 年度をẚ㍑した。 

・ページビュー数㸸㺀2.79%㺁 増加 

㸦平成 29 年度 753,505 㺫㺽㺎㺚㺼㸸平成 30 年度 774,518 㺫㺽㺎㺚㺼㸧 

・┤帰⋡が昨年度より「26.16%」ῶ少 

㸦リニューアル前 66.75%㸸リニューアル後 49.29%㸧 

ホームページの充実化により、ユーザーにとって、ᮏ学がよりồめら

れる方向に動いた。 

㸦※帰属⋡とは、ユーザーがᮏ学のホームページを㛤いた時に、 

「ぢにくい」「分かりにくい」などの⌮⏤で、メニューをクリック 

されずにページを㛢じてしまう⋡を指す。㸧 

今後、Ṍ␃まりの数値と web 広告を⾜った㝿の㈨料ㄳồ 1 件の単価で

ィ⟬し、㈝⏝対効ᯝについて⪃えていく。 

 

㸱㸬2019 年 3 月までに、新たな大学 PR方ἲの᳨ウをする。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

・◊✲に㛵する≉タサイトをᵓ⠏予定。 

・Web マガジンの新つ制作予定。 

 

②強化ⓗな広報戦␎ 

㸯㸬2019 年 3 月まで、新タ 作ᴗ⒪ἲ学専攻及び㙀⅍・スポーツトレー

ナー学専攻の情報Ⓨ信を強化する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

大学ホームページに、新タ 2 専攻㸦作ᴗ⒪ἲ学専攻、㙀⅍㺃スポーツ

トレーナー学専攻㸧の≉タサイトを㛤タし、専攻のᴫせや≉㛗につい

ての周▱、および志㢪⪅拡大に向け、最新情報を提供した。 

平成 30 年 10 月 29 日㸦月㸧、新⪺♫対㇟に「新タ学⛉・専攻 㛤タㄝ

明会」を実施し、4 ♫からの取ᮦを受けた。㸦中日、ᮅ日、ㄞ売、伊

勢新⪺♫の 4 ♫㸧 

新⪺広告や取ᮦなどメディア掲㍕に於いては、≉に新タ学⛉・専攻に

ついての✚ᴟⓗなアプローチに努め、ᮏ学での学びのフィールド拡大

の周▱へと⧅げた。 

 

㸰㸬SNS の展㛤と戦␎の強化をする。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

・LINE では、㏻常の㓄信だけではなく、「リッチメッセージ」「リッ

チメニュー」を利⏝し、ᶵ⬟㠃などを充実させた。 

・Instagram では、✚ᴟⓗなハッシュタグを利⏝し、アカウントだけ

ではなく、ハッシュタグ⮬体を充実化させた。 

 

③大学ブランド力アップのため、大学の取⤌み・教⫱内容や◊✲成ᯝ・

地域㈉⊩ά動➼の✚ᴟⓗⓎ信 

㸯㸬㝶時、新⪺、テレビ、ラジオなどのマスメディアを利⏝した広告・

PR ά動をする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

┴内報㐨ᶵ㛵へ、ᮏ学の教⫱・◊✲・♫会㈉⊩ά動に㛵する情報Ⓨ信

を㝶時⾜った。 
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新⪺広告やメディアへの掲㍕に於いては、≉に新タ学⛉・専攻につい

ての✚ᴟⓗな広報に努めた。 

・プレスリリース投✏㸸ィ 20 件㸦左グのうち、取ᮦに⮳った件数は 

17 件㸸延べィ 39 ♫㸧 

・メ デ ィ ア 掲 ㍕ ≧ ἣ㸸ィ 60 件 ※上グ 39 ♫を含む 

㸦テレビ 15 ♫㸭新⪺ 40 ♫㸭㞧ㄅ 5 ♫㸧 

・新⪺広告㸭メディア協㈶㸸ィ 19 件   

今後も┴内報㐨ᶵ㛵との信㢗㛵係をᵓ⠏し、メディアに⯆味を引く情

報提供を心掛けていく。 

 

㸰㸬大学ホームページの充実化を図り、㝶時、大学ホームページを利⏝

した情報Ⓨ信をする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

平成 30 年 3 月下旬にリニューアルした大学ホームページをά⏝し、

✚ᴟⓗな広報ά動を⾜った。 

≉に、写┿や図を新しいものに入れ替え、より⌮ゎできるようにコン

テンツの充実化を図った。 

また、学⏕寮㸦女子㸧・学⏕指定寮のホームページのリニューアルも

⾜い、平成 30年 12 月に公㛤῭みである。 
 

㸱㸬㝶時、学⏕⋓得のための SNS を利⏝した情報Ⓨ信をする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

平成 30 年 3 月下旬から㐠営を㛤始した公式 SNS㸦LINE/Instagram㸧

を利⏝し、✚ᴟⓗな情報Ⓨ信を⾜った。 

・LINE㸸26 件㸦メッセージ 16 件、タイムライン 10件㸧 

・Instagram㸸28 件 

今後は投✏の幅を広げ、多方㠃からのアプローチをィ⏬している。ま

た、ユーザー㸦フォロワー㸧増加に⧅がるコンテンツをᵓ⠏していく

予定である。 

 

④大学ポートレートへ⥅⥆ⓗに参⏬し、大学㐠営の⌧≧に㛵する情報公

㛤を充実させる 

㸯㸬2018 年 7 月までに、公⾲情報の☜ㄆと更新をする。 

㸰㸬最新情報を定ᮇⓗに更新し、㨩力ある内容Ⓨ信に努める。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

大学ポートレートについては、平成 30 年 7 月に各学㒊・各◊✲⛉・

事務局各ㄢにおいて、内容☜ㄆと更新作ᴗを実施されており、その後

も担当㒊局➼において更新作ᴗを実施し、常に最新の情報公㛤を⾜っ

ている。 

㸰㸬アドミッション・ポリ
シーにἢった学⏕☜保の
実⌧と入学に┤⤖する広
報ά動の強化と入ヨ制度
➼の᳨ドと改善 

 

 

 

 

① 2018 年 10 月までに、各学㒊・学⛉ごとの「㧗ᰯでの学⩦┠ᶆ㸦⠊
囲・レベル㸧」を明グし、その内容にἢった学⏕☜保を実⌧してい
く。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

すでに、㸰㸮㸯㸷年度学⏕募㞟に掲㍕し周▱を㐍めている。また、㑅
抜ヨ㦂内容の修ṇ・変更も⥅⥆して⾜っている。 

 
②㧗➼学ᰯとの㐃携強化を⥅⥆する。 
㸯㸬 㧗ᰯでの㐍㊰ガイダンスやᶍ擬授ᴗの実施をこれまで以上に増や

して⾜く。 
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■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

㸯㸰㸷件のガイダンス・ᶍ擬授ᴗに参加、実施した。㸦昨年度㸯㸯㸳 
件㸧 

 
㸰㸬 㧗ᰯ㸯、㸰年⏕を対㇟としたキャリア教⫱への✚ᴟⓗに参加を㐍

める。㸦㧗ᰯ∧ポートフォリオへの協力㸧 
□㐩成(100%)■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

㧗⏣㧗ᰯにおいて、キャリア教⫱の一⎔として「主体ⓗな探ồά動」
にㅮ師をὴ㐵し、㧗ᰯ∧ポートフォリオ作成に寄与した。 
 

③医⒪⣔⫋⬟団体との㐃携を強化する。 
各⫋⬟団体が主催する㧗ᰯ⏕向け⾜事への✚ᴟⓗ参加を㐍める。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

┴┳ㆤ協会、┴作ᴗ⒪ἲ士会などの主催⾜事において㹎㹐ά動を✚
ᴟⓗに⾜った。 

 
④2020 年度入ヨに向け、入学⪅㑅抜方ἲの᳨ドを⥅⥆する。 
㸯㸬 学㒊学⛉ごとに各㑅抜区分の募㞟≧ἣや入学⪅の学力➼を把握し、

㐺宜改善を㐍めていく。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

各入ヨ形態において修ṇ・変更を⾜った。主にヨ㦂会場の変更や受
㦂⛉┠の㏣加、修ṇを㐍めている。 
 

㸰㸬 㧗ᰯ別の志㢪、入学≧ἣを把握し、広報ά動と㑅抜方ἲへのフィー
ドバックを㐍めていく。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

前年度に引き⥆き⥅⥆して⾜っている。 
 

㸱㸬 大学入学共㏻テスト㸦2021 年度入ヨより導入㸧と㧗大接⥆改㠉に
対応できる入ヨ制度の改㠉を㐍める。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

文㒊⛉学┬の具体ⓗな改㠉内容とそれに対しての他大学の対応につ
いての情報収㞟に努めており、㸰㸮㸯㸷年㸯㸮月までには方㔪を明
☜化させる‽備を㐍めている。 

 

⑤2020 年度入ヨに向け、≉待⏕制度㸦奨学㔠制度含む㸧の᳨ドと改善

を㐍める。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ⌧≧の学⏕募㞟≧ἣに㚷み、⸆学㒊を対㇟とした⊂⮬の≉待制の᳨ウ 
を㛤始した。 
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➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 3㸸教⫱内容の充実 

【基ᮏ方㔪㸯】 
  教⫱の㉁の向上と到㐩度㔜どの教⫱、㠃倒ぢのⰋい教⫱サポート体制の☜❧ 
【基ᮏ方㔪㸰】 

国家ヨ㦂対応の教⫱を基┙としつつ、♫会のồめる㧗いレベルの医⒪人教⫱の実⌧ 
【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 
㸯㸬 教⫱の㉁ⓗ向上を┠指す新しい仕⤌みの☜❧ 
㸰㸬 学⏕に合わせた到㐩度㔜どの教⫱を推㐍 
㸱㸬 㠃倒ぢのⰋい教⫱、‶㊊度の㧗い教⫱の実⌧に向けた取り⤌み 
㸲㸬 学修サポートシステムの導入とά⏝および⮬主学修・グループ学修体制の整備 
㸳㸬 国家ヨ㦂や㈨᱁ヨ㦂に対応し全員合᱁を┠指す教⫱ 
㸴㸬 医⒪人底力教⫱の充実Ⓨ展と多⫋✀㐃携教⫱の推㐍 

㈐任⪅:㙠す康㞝㸦教務・教⫱改㠉担当副学㛗㸧 
分担⪅:ᮾⱥ一㸦底力教⫱推㐍センター㛗・副教務委員㛗㸧、出屋敷喜宏㸦FD 推㐍委員㛗㸧、 

ᯇỌひとみ㸦教務ㄢ㛗㸧 
事務局:教務ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯㸬教⫱の㉁ⓗ向上 
┠指す新しい仕⤌み 
の☜❧ 

 

 

 

 

 

 

⥲合大学としての⤌⧊学⛉体制の拡大を図ってきたが、教⫱の㉁の
向上がḟの┠ᶆである。㉁の担保の㔜せ性を全学ⓗにㄆ㆑し、その内
容を共有し、教⫱に反映させていく。シラバスの整備と学⏕ホ価の☜
❧、教員授ᴗのホ価と⟶⌮がポイントとなる。 
①㹇㹐ᶵ⬟の充実とそれに基づく教⫱改㠉の推㐍 
 ■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

   学⛉別に具体ⓗな分ᯒ⤖ᯝ報告会を㛤催し、学㛗含めάⓎな意
ぢ交換がなされ、学⛉の教⫱ά動に反映できた。 
さらに今後は IR 推㐍室が導入しているソフト sas を各学⛉に 

㸯名使⏝できる教員をỴ定し、全学ⓗな分ᯒから、┤接ⓗな分ᯒ
をすることによって、教⫱改㠉改善につながる体制を整えること
をィ⏬中。 

  
②教⫱の㉁に係る客ほⓗな指ᶆづくり(2019.3 まで) 
 □㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

   カリキュラムマップに、学⏕⮬ら修得⛉┠を成⦼別にⰍを塗り、 
その㈨料を基に担任教員との㠃ㄯを㔜ねる仕⤌みにῧって、学⏕ 
の修得内容及び学⛉全体の教⫱内容を双方向から客ほⓗなどⅬで 
チェックし、教⫱の㉁保ドを担保する仕⤌みを実施した。 

   さらに教⫱の㉁を保ドする委員会㸦教⫱㉁保ド委員会㸧を学⛉
内にタ⨨し、その┠ⓗ・役割➼について定めることとした。 

 
③学⛉・専攻➼の各教⫱単位による授ᴗ⟶⌮の徹底(2019.3 まで) 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

   ㉁の㧗い教⫱実⌧のため、教⫱⌮念と┠ᶆを、教⫱の㉁の向上 
というほⅬでのぢ┤しを㸱年かけた⤖ᯝ、2020 年度カリキュラム 
を全学ⓗに変更することをỴ定した。 

   教⫱㉁保ド委員会では、教⫱の㉁保ドというほⅬから、各⛉┠
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の授ᴗ内容が「建学の⢭⚄」「教⫱の⌮念」「教⫱┠ᶆ」「㸱つ
の方㔪」にἢったものになっているか、教⫱単位として学⛉ẖに
☜ㄆしていく役割をィ⏬中。 
 

④シラバスの整備と充実 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

   教⫱┠ᶆにἢったものであるか➼のシラバスチェックは➨ 3 ⪅
によって厳密に⾜っているが、㠀常勤ㅮ師など外㒊ㅮ師に向けた
修ṇがㄢ㢟である。そこで、教⫱㉁保ド委員会の役割の一つとし
て、学⛉内におけるチェックᶵ⬟を強化する᳨ウを含めることと
した。 

 
⑤㹄㹂ά動による教員意㆑の改㠉と授ᴗ改善の取り⤌み 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

以下のように教⫱ㅮ₇会及び教⫱◊✲会を実施して教員の教⫱ 
技⾡の向上に努めた。 

・FD ㅮ₇会㛤催㸸2018 年 9 月 3 日(月)  
「10年後、価値ある大学を┠指して㹼㏆年の㧗➼教⫱政⟇㹼」 
ㅮ₇⪅ 大ṇ大学 教授 山ᮏ 㞞ῄ Ặ 

・教⫱◊✲会㛤催㸸2019年 3 月 19 日㸦ⅆ㸧 
「 ᮏ学の教⫱の㣕㌍ⓗⓎ展を┠指して 

       ―アクティブラーニングへの取り⤌み― 」 
   なお、㹄㹂マニュアルを作成しているが、学修サポートシステ

ム導入に伴い、クリッカー利⏝マニュアルを含めるか否かなど、
ほぼ仕上げのẁ㝵である。 

 
⑥教⫱実⦼やᴗ務内容の情報公㛤 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

   大学のホームページに公⾲している。 
・学⏕による授ᴗホ価㧗得Ⅼ㈹受㈹⪅に㛵する情報 
・学修時㛫・教⫱の成ᯝ・学⏕の反応、➼に㛵する情報 
・㹄㹂ά動や㹇㹐推㐍室のᴗ務内容 
・学内外の教員による◊✲Ⓨ⾲会の㛤催情報 

 

㸰㸬学⏕に合わせた到㐩度 
㔜どの教⫱を推㐍 

 
 
  
 

 

 

 

 

 
 

学⏕のレベルや⌮ゎ度に合わせた、よく分かる授ᴗ、㌟につく授ᴗを
┠指す。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

「とことん分かるまで教⫱」そして「何を教えたかではなく何を
㌟に付けたか教⫱」の実⌧に向け、᳨ウした⤖ᯝ、既存の教務シス
テム SUMS-PO をバージョンアップすることによって、クリッカーや
小テストを実施できる⎔境を整えることをỴ定した。そこで、学修
支援システム導入に伴い᳨ウ㒊会をタ⨨し、㒊会の教員による新ᶵ
⬟ά⏝に㛵するㄝ明会を㛤催し、利⏝促㐍をィ⏬中。   
 また、教⫱㉁保ド委員会の役割の一つとして、学⛉内における 
中下位層学⏕の指導体制を強化する᳨ウを含めること 

㸱㸬㠃倒ぢのⰋい教⫱、‶ 
㊊度の㧗い教⫱の実⌧ 
に向けた取り⤌み 

 
 

他大学には┿似のできないきめ⣽かい個をぢ㏨さない㨩力ある教⫱を
実⌧する。成⦼不振学⏕への手厚い個人指導を含む指導と、一方で一
層㧗いレベルの学力と⥲合力を培う教⫱を⾜って、㧗い‶㊊度が得ら
れるバランスの取れた教⫱を実施する。 
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① 基♏学力㣴成教⫱の充実 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  教⫱㔜どの専任教員を新つに採⏝し、リメディアル教⫱、専㛛
⛉┠授ᴗの⌮ゎに必せな基♏教⫱などの᳨ウを㐍めている。 

 
②成⦼不振学⏕の個別指導 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

各学⛉・専攻と㹇㹐推㐍室が協力し、成⦼不振学⏕抽出につい
て、審ᰝ会を㛤催した。今後は、学⛉に一名ずつ IRシステムを操
作できる教員を⨨き、抽出や分ᯒを可⬟にすることとし、さらに
教⫱㉁保ド委員会の役割の一つとして、成⦼不振⪅対㇟学⏕の学
修指導体制のᵓ⠏を含めることをィ⏬中。 

 
③␃年学⏕のサポート体制のᵓ⠏ 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

≉別␃年学⏕制度を制定し、2019年度より 21名受け入れている。 
 ␃年学⏕別プログラムを教務ㄢへ提出し、教⫱指導中である。 

 
④学修┦ㄯ体制の整備 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  大学として、ᮌ曜㸯㝈┠をオフィスアワーとしてタけ、学⏕が
授ᴗ内容について、いつでも┦ㄯできる体制をᵓ⠏した。 

 
⑤不合᱁⛉┠及び␃年をῶらすための取り⤌み 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  ␃年ゼロ作戦を実施し、2018 年度は千代崎 72 名、ⓑ子 190名の 
 利⏝があった。なお、作戦内容のᮏ᮶の┠ⓗとするあり方を徹底 

するために、⥅⥆᳨ウしている。 
学⛉ẖに学⏕一人あたりの不可⛉┠数、␃年学⏕数を⟬出し、

2020 年度には 2018 年度の 30%ῶを┠ᶆとしている。ちなみに、全
学平均として 2018 年度は、学⏕一人あたり不可⛉┠数 0.55 ⛉┠
のため、⣙㸰人に一人から⣙㸱人に一人 1 ⛉┠不可を┠指す。な
お、␃年学⏕数は 203 名のため 142 名を┠指す。 

 
⑥学⏕の㧗いレベルの教⫱、⥲合力を培う教⫱ 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

医⒪人底力実㊶「展㛤」や「応⏝」⛉┠を多くの学⏕が履修で
きる体制を整え、医⒪⌧場での対応⬟力を備え、将᮶のリーダー
たり得る医⒪人教⫱を⾜うため、᳨ウを⧞り㏉した⤖ᯝ、学外実
⩦と日⛬が㔜ならない春休みの実施をỴ定した。 

2019 年度は、より多くの多⫋✀学⏕の履修を促すこととした。
㸦2018 年度履修⪅数㸸「展㛤」37 名、「応⏝」16名㸧 

教⫱㉁保ド委員会の役割の一つとして、学⛉内において、♫会
が医⒪教⫱にồめるレベルを意㆑し、より㧗度な▱㆑・技⾡・人
㛫性を培うことのできる教⫱レベルに㛵する᳨ドを含めること
をィ⏬中。 

㸲㸬学修サポートシステム 
の導入とά⏝および⮬ 
主学修・学⏕グループ 
学修体制の整備 

新に学⩦支援システムを導入して、学⏕の⮬学⮬⩦を支援し、⮬主ⓗ
なグループ学修・ピアサポートの伝⤫㸦学㢼㸧を㔊成する。 
①学修サポートシステムの導入 
 ■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  
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 上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  学修サポートシステムを 2018 年度に㑅定し、2019 年 5 月に導 
入することとした。 
 

②学修サポートシステムを利⏝した⮬学⮬⩦・₇⩦の実⌧ 
◆2019 年 2 月までに学修サポートシステムをά⏝した仕⤌みを作り 

2019 年 4 月から全学ⓗにά⏝を㛤始する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  学修サポートシステムを利⏝した国ヨ対⟇、⮬学⮬⩦・₇⩦➼
の利⏝ㄝ明会を㛤催し、全学ⓗなά⏝を┠指し、᳨ウしている。 

  
③学⏕ピアサポート体制・グループ学修体制のᵓ⠏ 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  ᮌ㸯のオフィスアワーについて、シラバスに明グし周▱徹底を
図った。さらに✵き時㛫の増加を᳨ウし、グループ学⩦➼の仕⤌
みを᳨ウする。 

 
④学修サポートシステムをά⏝したポートフォリオの᳨ウ 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

   学⏕、保ㆤ⪅、そして担任教員がポートフォリオを☜ㄆできる
⎔境を整えた。今後も㐠⏝方ἲについて᳨ウしていく。 

㸳㸬国家ヨ㦂や㈨᱁ヨ㦂に
対応し全員合᱁を┠指
す教⫱ 

 
 
 
 
 
 

 

ᮏ学の使命のひとつが優⚽な医⒪人の⫱成であることから、国家ヨ㦂
や㈨᱁ヨ㦂に合᱁する教⫱が基ᮏである。入学前、初年ḟ教⫱、専㛛
教⫱、最⤊学年にわたり㈨᱁ヨ㦂を意㆑した一㈏した教⫱カリキュラ
ムᵓ⠏が必せである。 
① 専㛛基♏⛉┠・専㛛⛉┠➼の授ᴗの中での取り⤌み。 
  □㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

   すべての教員が国ヨ問㢟に⢭㏻し、学⏕が授ᴗの中で㔜せ事㡯
を⌮ゎし、グ憶することを完⤖する授ᴗを実㊶する。シラバスに
㈨᱁ヨ㦂のポイントを明グするなどᵝ式をィ⏬中。 

   教⫱㉁保ド委員会の役割の一つとして、学⛉内における学⏕の
⌮ゎ度やグ憶度をチェックし᳨ドする仕⤌みを᳨ウする。 

 
② 一㈏した国ヨ対⟇プログラムの作成と実㊶ 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

   教⫱㉁保ド委員会の役割の一つとして、学⛉内において国家ヨ
㦂対⟇プログラム作成及び実施に㛵する᳨ウを含める。 

   学⛉内のプログラム実施≧ἣについては、教⫱㉁保ド委員会で
把握し、国ヨ対⟇委員会の中で、報告する仕⤌みをィ⏬中。 

 

③学修サポートシステムを利⏝した国ヨ対⟇体制の整備 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

㏻学時㛫中及び学外実⩦ᮇ㛫中にも、㈨᱁ヨ㦂に㛵㐃した₇⩦
が⮬学⮬⩦できる⎔境を整備した。実施方ἲについては、ᶵ⬟別に
ㄝ明会を実施し、全学ⓗな利⏝促㐍に努める。 

 
④心㌟健康支援体制の整備 
 ■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 
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  ᮌ曜㸯㝈┠をオフィスアワーとし、学修指導と同時に心㌟健康 
サポートを⾜うため個人㠃ㄯを⤌み㎸むなど、サポート体制をᵓ
⠏した。 

㸴㸬医⒪人底力教⫱の充実
Ⓨ展と多⫋✀㐃携教⫱
の推㐍 

 
 

初年ḟ教⫱としての「医⒪人底力教⫱」・チーム医⒪教⫱のこれまで
の✚と反┬に基づき、更に充実Ⓨ展させる。また上⣭⏕向け実㊶ⓗ
応⏝⦅である「多⫋✀㐃携教⫱」を充実させ、♫会のồめるい㧗いレ
ベルの医⒪人教⫱を実⌧する。 
① 医⒪人底力教⫱のあり方と更なる教⫱内容のぢ┤し 

 ■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

   底力教⫱㸲年㛫の実⦼と反┬でまとめられた問㢟Ⅼや改善Ⅼを

᳨ドし、教⫱ㄢ⛬のぢ┤しが完成した。具体ⓗに内容及び⛉┠名

の変更、そして必修にクウォーター⛉┠増やし、2020年 4 月から

新カリキュラムをスタートすることが承ㄆされた。 

    

②チーム医⒪教⫱・多⫋✀㐃携教⫱の推㐍 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

   2020 年度より新カリキュラムとして、⛉┠名➼を変更し、実施
することをỴ定した。教⫱㔜どの教員を新つに採⏝し、他⫋✀⌮
ゎと多⫋✀㐃携の必せ性と意⩏を学ぶ教⫱として、医⒪の⥲合大
学としてのᮏ学ならではの教⫱ができるように改善を図った。 
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➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 4㸸学⏕支援の強化 

【基ᮏ方㔪:1】 
‶㊊度の㧗い教⫱の推㐍 
【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 
1.国家ヨ㦂、㈨᱁ヨ㦂の合᱁⋡ 100%を┠指したより効ᯝⓗな国ヨ対⟇指導方ἲの具体化および実施 
2.就⫋⋡ 100%を┠指し、ồ人・ồ⫋側ともに⣡得できる就⫋の実⌧に向けた支援体制ᵓ⠏の取り⤌み 
3.学⏕の‶㊊度向上に⧅がる学⏕⏕ά支援体制のᵓ⠏ 
4.大学⾜事、学友会ά動、ボランティアά動への✚ᴟⓗな参加の促㐍と⮬主ⓗにά動する学⏕の⫱成 

㈐任⪅:㛗ᮧ ὒ一㸦学⏕・♫会㈉⊩担当副学㛗㸧 
分担⪅:山㛛 徹㸦健康⟶⌮センター㛗㸧、大井 一弥㸦国家ヨ㦂対⟇ WG 副委員㛗㸧、⥤㔝 ┾⌮㸦学

⏕┦ㄯ室㛗㸧、㇂口 弘㸦就⫋・キャリア支援ㄢ㛗㸧、勝⏣⬟成㸦学⏕ㄢ㛗㸧、⏣中 宏㸦前
学⏕ㄢ㛗、ⓑ子学⏕・就⫋ㄢ㛗㸧、宮㷂 和⿱㸦前ⓑ子学⏕・就⫋ㄢ㛗㸧 

事務局:学⏕ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬国家ヨ㦂、㈨᱁ヨ㦂の合᱁

⋡ 100%を┠指したより効ᯝⓗ

な国ヨ対⟇指導方ἲの具体化

および実施。 

●国家ヨ㦂 WG にて各学⛉、専攻における国家ヨ㦂対⟇の情報共有に
より、各学⛉のẼづきが⏕まれることで、今までにない新しい教⫱
方ἲにトライすることが可⬟となる。 

・各学⛉が受㦂する国家ヨ㦂の≉性を⌮ゎし、情報共有を図る。 
□㐩成(100%)■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 6 月に前年度の⤖ᯝ・反┬Ⅼを各学⛉・専攻から報告し、今年度の 
 取り⤌み・┠ᶆタ定についてⓎ⾲⾜った。11 月に取り⤌みの㐍捗

≧ἣ及び、受㦂予定⪅数ぢ㎸みをⓎ⾲した。 
 
・国家ヨ㦂に向けたモチベーションの⥔持・向上の方⟇について各学

⛉がᵓ⠏してきた指導方ἲを㹕㹅でⓎ⾲し、各学⛉の従᮶までの指
導とẚ㍑᳨ウを⾜う。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 6 月に各学⛉の国ヨ対⟇の取り⤌みについて意ぢ交換を⾜った。 
 
・各学⛉、専攻の問㢟Ⅼを⪃慮し、100㸣㐩成するⅭの方⟇を 12 月初

旬を┠㏵に WGで᳨ウする。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 11 月に取り⤌みの㐍捗≧ἣと国ヨ受㦂予定⪅の⤠り㎸みに㛵し
て、Ⓨ⾲した。 

2㸬就⫋⋡ 100%を┠指し、ồ人・
ồ⫋側ともに⣡得できる就⫋
の実⌧に向けた支援体制ᵓ⠏
の取り⤌み。 

 

 

●⫋ᴗ㑅択において、広いど㔝を持たせる。 
・㣗に㛵して、幅広い就⫋先が⪃えられる⟶⌮ᰤ㣴学専攻の学⏕や㈨

᱁ヨ㦂を必せとせず就⫋ά動を⾜う学⏕に対して、3年時 3 月まで
に学内でのᴗ⏺ㄝ明会を㛤催したり、会♫ぢ学へ引⋡する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 地元㣗品メーカーのぢ学、⤥㣗・⏘ᴗ⤥㣗会♫のᴗ⏺ㄝ明会を」数
回、実施した。 
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●就⫋ヨ㦂対⟇の充実。 
・採⏝㑅⪃において、「一⯡常㆑ヨ㦂」「SPI ヨ㦂」「ㄽ作文ヨ㦂」➼

の ➹グヨ㦂で振るいⴠされる場合が少なからずある。 
 具体ⓗな対⟇として、㸱年時㸴月にᶍ擬ヨ㦂実施⇒㸵月にヨ㦂のゎ

ㄝ⇒㸷月上旬に対⟇ㅮ座の実施を⾜う。 
・ㅮ座に出席しない学⏕に対し、個別㠃ㄯを⾜い、就⫋に対する⪃え

を⪺き取り、12 月下旬もしくは 2 月下旬に⤠り㎸んだ内容の就⫋
ヨ㦂対⟇ㅮ座を実施する。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ᶍ擬ヨ㦂を⾜い、ゎㄝとᶍ擬ヨ㦂対⟇の㔜せ性についてㄝ明し、ㅮ
座の実施は⾜ったが、ᮍ出席⪅の個別㠃ㄯと再度の対⟇ㅮ座は実施
していない。 

 
・就⫋ヨ㦂の実態を低学年時から意㆑させるため、9月実施の対⟇ㅮ

座に㸯・2 年⏕の参加を促す。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 㸯・㸰年⏕に参加を促したが、㸯㸮名⛬度の参加⪅であった。 
 
●⸆学㒊㸯㹼㸲年ḟ⏕を対㇟とした「キャリア㠃ㄯ」の受付を前ᮇᮇ

㛫中に告▱する。まずは⸆学㒊のみとし希ᮃ⪅と㠃ㄯを⾜い、将᮶
のキャリアタィの♏を⠏く。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

2018年 7月䛻学内掲示板及䜃䝯䞊䝹䛻て薬学部学生䜈告知済䜏。 
䜎た、2019年新年度䜺䜲䝎䞁䝇䛻おいて䛿告知䝥䝸䞁䝖䜢配付した。 
しかし䛺が䜙、面談希望者䛿若干名䛷あった。 

3-1㸬学⏕⏕ά支援体制の強化- 

学⏕のせᮃや≧ἣを常に把握

し対応する体制の強化 

①学⏕アンケート➼を⥅⥆し、学⏕の意ぢ・せᮃをỮみ上げるシステ
ムの整備を᳨ウ。 

・アンケートを⥅⥆ⓗに実施し、分ᯒする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ・学⏕⥲会時に、学⏕⏕άや大学における施タ㺃タ備➼についての 
  アンケートㄪᰝを⾜い、個々の意ぢ㺃せᮃ➼を取りまとめた上で 

事務局会㆟(ㄢ㛗会㆟)において報告 及び、㛵係各ㄢに対し改善 
᳨ウの依㢗を⾜った。 
 

・学友会⤌⧊との㠃ㄯ、⪺き取りを実施する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ・㸵月㸱日に、学友会㢳問㺃学⏕ㄢ㛗 及び、学⏕ㄢ学友会担当⫋員 
と、学友会執⾜㒊員のほか、クラブサークル㐠営委員会➼ 各✀ 
学⏕団体の役員による懇ㄯ会を㛤催した。 

・卒ᴗ⏕へのアンケートを⥅⥆ⓗに実施する。 
 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ・ᮏ学ホームページ内に常時「卒ᴗ⏕アンケート」を掲㍕しており、 
ẖ年年度ᮎに㞟ィを⾜い、その⤖ᯝについて事務局会㆟(ㄢ㛗会 
㆟)にて報告 及び、㛵係各ㄢに対し改善᳨ウの依㢗を⾜った。 
 

・学㛗と学⏕との意ぢ交換会を定ᮇⓗに実施する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 㸯㸰月に㸰回㺃㸯月に㸯回のィ㸱回、学㛗と学⏕の懇ㄯ会を学㛗 
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室にて㛤催した。 

3-2㸬学⏕⏕ά支援体制の強化- 

健康⟶⌮支援体制の整備

㸦からだ・こころ㸧 

 

①健康⟶⌮センターとⓑ子保健室のスムーズな㐃携 
・健康⟶⌮センター、ⓑ子保健室の充実を᳨ウする。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

学生健康診断結果䜔抗体検査結果䠄学生䛾予防接種状況䠅、保健指

導対象者一覧䛺䛹䛻ついて、大学共有䝣䜷䝹䝎䞊内䛷情報共有䜢行う

こ䛸䛷、学生が健康管理䝉䞁䝍䞊お䜘䜃白子保健室䛾䛹ち䜙䜈来室して

䜒、看護師が䝇䝮䞊䝈䛻対応䛷き䜛䜘う連携䜢行った。 

ただし、情報更新が䝸䜰䝹䝍䜲䝮䛷䛿䛺いた䜑䠄時間䛾あ䜛䛸き䛻後か䜙

入力す䜛こ䛸䜒あ䜛た䜑䠅䜎䜜䛻最新䛾情報䛻䛺ってい䛺いこ䛸があ䜛

が、電話䛷問い合䜟せ䜛こ䛸䛷、問題䛺く業務䛿䛷きてい䜛。  

 
・利⏝≧ἣㄪᰝ、⤫ィの作成を⾜う。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

健康管理䝉䞁䝍䞊、白子保健室共䛻来室者数䛸利用内容䛻ついて受
付簿䛻て統計䜢䛸䜚、学科別学年別䛻䠍年間䛾利用状況䛻ついて一覧
表䜢作成した。 
 

②学⏕┦ㄯ体制の向上㸦ẖ月の┦ㄯ対応についての分ᯒ㸧 
・学⏕┦ㄯ室の充実を᳨ウする。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

室㛗および┦ㄯ員で定ᮇⓗにミーティングを㛤催し、情報を共有
し、学⏕対応の㉁を㧗める努力をした。  

 
・学内㛵係㒊⨫、外㒊との㐃携強化を⾜う。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

学内では、健康⟶⌮センター、ⓑ子保健室、学⏕ㄢ、利⏝学⏕の所
属学⛉の教員➼と必せに応じて、守⛎⩏務に␃意しながら㐺宜、情   
報共有、㐃携などを⾜なった。 
学外では、必せに応じて、利⏝学⏕を㏆㞄の医⒪ᶵ㛵に⤂介、情
報提供などを⾜なった。また、㞀害⪅支援を必せとする学⏕につ
いて、卒ᴗ㸦㏥学㸧後も引き⥆き支援が受けられるように、三㔜
┴内のサポートステーションスタッフとの㐃携などを⾜なった。 

 
・予㜵ⓗ対応の᳨ウ、強化を⾜う。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

大学ᶵ㛵ㄅの学⏕┦ㄯ室コーナー、一斉メールᶵ⬟などを⏝いて、

メンタルヘルスに㛵する情報をⓎ信したり、学⏕┦ㄯ室を⌮ゎし

ていただくための情報をⓎ信した。 

 

③㞀がい学⏕支援 

・支援体制と㛵係㒊⨫のさらなる㐃携の強化を⾜う。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ・㞀がい学⏕支援委員会をタ⨨し、学⏕から支援せᮃ書の提出があ 
  った㝿には㏿やかに委員会を招㞟するとともに、必せに応じて⏦ 

出学⏕が所属する学⛉の教員も交え支援内容について᳨ウを⾜ 
っている。 
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3-3㸬学⏕⏕ά支援体制の強化- 

⚟利厚⏕と基ᮏⓗ⏕ά指 

導 

①⚟利厚⏕施タ、学内⎔境の充実 
・あいさつ㐠動、㏻学指導㸦学内交㏻⎔境、㥔㌴場、㥔㍯場㸧、各✀

ㅮ₇会の㛤催の⥅⥆を⾜う。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 年㛫を㏻じて㐌㸱回のあいさつ㐠動・㏻学指導を教⫋員協働によ 
り実施した。さらに、㸶月㸶日に地元⮬動㌴学ᰯよりㅮ師を招い 
て交㏻安全ㅮ⩦会を㛤催した。 

 
・学⏕アンケートの⤖ᯝを把握し、᳨ ウしていく体制の整備を㐍める。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 各✀学⏕アンケートㄪᰝの⤖ᯝは学⏕ㄢにて㞟ィを⾜い、せᮃに 
対する対応については、事務局会㆟(ㄢ㛗会㆟)のほか、学⏕指導 
委員会で᳨ウを⾜っている。 

 
・学⏕への㣗⏕άㄪᰝの実施及びᰤ㣴指導への展㛤を㐍める。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 4䡚5月䛻実施さ䜜䜛健康診断時䛻て、食生活調査䜢行った。䜎た、健 
康診断䛾結果䜢参考䛻、痩せ䜔肥満䛺䛹䛾学生䜢対象䛻栄養相談䜢 
実施してい䜛。 

 
・学⏕㣗堂の更なる充実に向けての取⤌みを⾜う。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 学⏕㣗堂委クᴗ⪅の担当⪅と定ᮇⓗな㠃ㄯを実施している。 

4㸬ㄢ外・♫会ά動の⮬主ⓗ参 

加への支援 

①学友会、クラブ・サークルのά動を支援。 
・学友会⤌⧊の⥅⥆ⓗ支援を⾜う。 
・クラブ・サークルά動の⥅⥆ⓗ支援を⾜う。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

年㸴回㛤催されるクラブサークル委員会に学⏕ㄢ⫋員も出席し、 
委員会㐠営に対する助ゝ➼の支援を㝶時⾜っている。 
また、各クラブには㒊㈝を支⤥するとともに、ヨ合㺃⾜事参加届 
や報告書を提出させά動内容の把握に努めている。 
 

②♫会㈉⊩ά動への支援。 
・⥅⥆してボランティアά動を⾜うようサポートし、⮬主性、先㥑性

を持った学⏕を⫱てる。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ボランティアセンター㐠営委員会を㐺宜実施することで各学⛉教
員と㐃携し、学⏕へのボランティア情報周▱と参加の促しを⥅⥆し
て⾜うことが出᮶た。ボランティアά動参加に意ḧⓗな学⏕が増え
てきたように思う。 

 
③サムスポイント制度の周▱ 
・学⏕への✚ᴟⓗなサムスポイント取得への支援を⾜う。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

ᮏ学ホームページへの掲㍕ 及び、学⛉教員からのアナウンス➼ 

により学⏕への周▱を⾜うとともに、新学ᮇオリエンテーション 

や学位授与式において㧗得Ⅼ取得⪅を⾲彰するなど、取得意ḧを 

㧗めるためのά動を⾜っている。 
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➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 5㸸教⫋員の人ᮦ☜保と⫱成 

【基ᮏ方㔪:2】 
さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 

【基ᮏ方㔪:4】 
 ḟ世代を担う教⫋員の㣴成とモチベーションの向上 
【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 

1.大学教員として┦応しい人ᮦの☜保と⫱成 
2.⮬助努力を促しつつ FD➼による教⫱⬟力の向上に努め、ḟ世代を担う教員が⫱つ⎔境の整備 
3.大学事務⫋員としてのᴗ務㐙⾜に必せな▱㆑・技⬟の修得、㈨㉁と⬟力の向上を図る 

㈐任⪅:㙠す康㞝㸦教務・教⫱改㠉担当副学㛗㸧 
分担⪅:出屋敷喜宏㸦FD 推㐍委員㛗㸧、Ỉ㇂史⏕㸦ἲ人事務局㛗㸧、ᮧ⏣尚久㸦大学事務局㛗㸧、 

▮⏣智ᶞ㸦人事・厚⏕ㄢ㛗㸧、ᯇỌひとみ㸦教務ㄢ㛗㸧 
事務局:人事・厚⏕ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬大学教員として大学の
┠ᶆに㈉⊩できる人ᮦ
を☜保する審ᰝ基‽の
☜❧ 

 

①教員の採⏝・昇任に㛵する審ᰝ基‽を☜❧する 
 ◆2019 年 3 月までに審ᰝ基‽を☜❧する 

□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  各学㒊で㑅出された教員㈨᱁審ᰝ委員による審ᰝを⌧⾜の全学基
‽に従って実施しているが、新たな審ᰝ基‽を明☜にすることがᮍ
㐩である。 

 
②ᮏ学における教員の基♏ⓗ㈨㉁を明☜にする 

◆教員の基♏ⓗ㈨㉁を明☜にし、学内外に公⾲する。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ᮏ学における教員の基♏ⓗ㈨㉁について学㛗・副学㛗が明☜に
し、公⾲する方㔪である。 
 

③ᮏ学の教⫱┠ⓗや教⫱ㄢ⛬➼に則した教員☜保と㓄⨨を⾜う 
 ◆2019 年㸱月までに、ᮏ学の基‽に即した教員☜保と㓄⨨を⾜う。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  ᮏ学の教⫱┠ⓗや教⫱ㄢ⛬➼に則した教員☜保と㓄⨨を⾜うため 
 教⫱㔜どの教員の新つ採⏝を実施した。 

2㸬教員の教⫱・◊✲⬟力
が更に向上できる⎔境
を整備し、ḟ世代を担
う教員を⫱てる 

①教員の教⫱担当時㛫について、さらなる㐺ṇ化を図る。 
 ◆シラバスによる教員の授ᴗ担当時㛫ㄪᰝ⤖ᯝを基に、㐺ṇ化を☜

ㄆし、必せに応じて教員の㓄⨨など᳨ウする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  専㛛分㔝については、学⛉内で㐺ṇ化を図り、基♏分㔝について
担当㒊会で᳨ウされたをデータ化し、㐠営協㆟会で㐺ṇ化を図っ
ている。 
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3㸬大学事務⫋員としての
ᴗ務㐙⾜に必せな▱
㆑・技⬟の修得、㈨㉁
と⬟力の向上を図る 

①2019 年 3 月までに、ᴗ務㐙⾜に必せな▱㆑・技⬟の修得を┠ⓗとす
る◊修会への参加や、㈨㉁と⬟力を向上させるための◊修会を実施す
る。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

教⫋員の⬟力・㈨㉁を向上させるための◊修会㸦FD・SD㸧の㛤催及
び◊修会への参加促㐍を実施した。 
 
②2019 年 3 月までに、学内外の◊修内容・◊修成ᯝの学内共有方ἲを

᳨ウする。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 
◊修内容・◊修成ᯝについては、事務局会㆟で共有することにỴ定

した。 

4. 教⫱の㉁ⓗ向上に向
けた仕⤌みを作る 

 

・教員の教⫱力㸦指導力㸧向上方⟇についての᳨ウ 
◆2019 年 1 月までに FD マニュアルを完成し、全教員へ㓄布 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ほぼ完成しているが、学修サポートシステム導入に伴い、クリッカ
ー利⏝マニュアル➼含めるか否か᳨ウをしている。 
 
◆2019 年度新つ採⏝教員へ㓄布し、ᮏ学⊂⮬の教⫱の㉁ⓗ向上を┠指
す。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 㸵月中には、㓄布予定。 
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➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 6㸸◊✲ᶵ⬟の充実 

【基ᮏ方㔪:4】 
 ḟ世代を担う教⫋員の㣴成とモチベーションの向上 
【基ᮏ方㔪:5】 
 外㒊㈨㔠の⋓得と⊂創ⓗな◊✲ 
【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 

1. ᮏ学⊂⮬に指導ⓗ❧場の教員を⫱てていくための、大学㝔の充実と◊✲⪅の⫱成を促㐍する⤌
⧊体制のᵓ⠏ 
2.地域医⒪に㈉⊩できる⊂創ⓗな◊✲を㐍めるための、◊✲⎔境の整備充実と外㒊㈨㔠の⋓得 

㈐任⪅:川すṇ♸㸦大学㝔・◊✲担当副学㛗㸭⸆学◊✲⛉㛗㸧 
分担⪅:ⴱ原ⱱᶞ㸦医⒪⛉学◊✲⛉㛗㸧、☾㒊⠜⏨㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧 
事務局:◊✲振⯆ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1. ᮏ学⊂⮬に指導ⓗ❧場
の教員を⫱てていくため
の、大学㝔の充実と◊✲
⪅の⫱成を促㐍する⤌⧊
体制のᵓ⠏ 

 
 
 
 

①大学全体として、あるいは学⛉ẖにその⬟力を伸ばすような㞟団
ⓗ・ᶓ断ⓗ指導体制をᵓ⠏する。 
◆2019 年 3 月までに、◊✲力の⫱成方ἲを᳨ウし、◊✲⪅に対する 

㞟団ⓗ・ᶓ断ⓗ指導と◊✲⎔境の充実を図る体制をᵓ⠏する。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

◊✲推㐍委員会と◊✲ブランド化委員会を❧ち上げ、⚾❧大学◊✲ブ
ランディング事ᴗィ⏬を⟇定する㐣⛬で学⛉を㉸えた㞟団ⓗ・ᶓ断ⓗ
指導体制の☜❧を┠指した。ブランディング事ᴗに応募したが、⤖ᯝ
は不採択であった。しかし、平成 30 年度⛉学◊✲㈝⿵助㔠 挑戦ⓗ◊
✲㸦㛤拓㸧㸸㧗㱋や健康寿命延伸を可⬟にするᰤ㣴-⭠内⣽⳦叢-多⮚器
健全㐃㛵の分子ᶵ序ゎ明のテーマで採択された。その⤖ᯝ、学内の㞟
団ⓗ・ᶓ断ⓗな◊✲グループが形成された。 
 
②教員の◊✲力向上を┠指す 

◆2019 年 3 月までに、ⱝ手教員の◊✲を支援する方⟇について、 
学㛗㸦大学㝔・◊✲担当㸧の下に◊✲実施委員会を 3回㛤催し、᳨ 
ウされた方⟇を 2019 年 4月から実施する。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

◊✲実施委員会を㸰回㛤催した。2019年度はⱝ手教員の◊✲を支援す
る以下の方⟇を挙げ、᳨ウしていきたい。 
・大学全体あるいは学⛉ẖにその⬟力を伸ばすような㞟団ⓗ・ᶓ断ⓗ
指導体制をᵓ⠏していく。 
・ᮾὒ医学ⓗどⅬ及び⸆㣗同※のほⅬから、ᮏ学の⊂創ⓗ◊✲を㐍め
るための◊✲⎔境の充実を図る。 
・⛉学◊✲㈝などの外㒊㈨㔠の⏦ㄳ⋡及び採択⋡をあげるための具体
ⓗ方⟇を実施する。◊✲実施委員会で各◊✲⛉ごとの⏦ㄳ⋡及び採択
⋡をㄪᰝし、より向上を┠指すためにも┠ᶆ値を定める。 

 
③ᮏ学卒ᴗ⏕の大学㝔入学を促㐍し、学⏕及び大学㝔⏕のㄽ⌮ⓗ思⪃

力・問㢟ゎỴ力➼についての学内広報の強化、及び同❆会、㛵㐃団
体と㐃携した学㒊卒ᴗ⏕への情報提供強化➼を⾜い、大学㝔㐍学を
促㐍する。 

 ◆2018 年 12 月までに、ᮏ学卒ᴗ⏕を対㇟とした大学㝔ㄝ明会や┦
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ㄯ会を実施する。 
■㐩成(100%)□ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

促㐍効ᯝの⤖ᯝとして、≉に修士ㄢ⛬において公ㄆ心⌮師・⮫床心⌮ 
士受㦂㈨᱁を取得できるコースのㄆ▱度が上がり、昨年より 10 名ほど 
多い入学⪅数を㐩成した。 
 

◆大学㝔⏕の◊✲ά動などを学内広報ㄅやホームページを強化し、
大学㝔㐍学を促㐍する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

ホームページを新しくし、┳ㆤ学専攻分㔝の新タや公ㄆ心⌮師、⮫床 
心⌮士、⣽⬊᳨ᰝ士の㣴成コースのタ⨨について SUMS ニュースなど 
を利⏝し、㐍学を促㐍した。 

 
④㉁の㧗い◊✲が出᮶るようになり、世⏺ⓗにインパクトのある◊✲

を増やす 
 ◆国㝿学会、国㝿ㄅへⓎ⾲するための支援の一⎔として㹄㹂ㅮ₇会

を㛤催する。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

⛉◊㈝では基┙◊✲㸦B㸧㸦ᾏ外学⾡ㄪᰝ㸧に採択され、⌧在㐙⾜中の 
教員が㸰名、国㝿共同◊✲加㏿基㔠㸦国㝿共同◊✲強化㸧に採択㸦◊ 
✲は⤊了㸧された教員が㸯名いる。また、2019 年度の国㝿共同加㏿基 
㔠㸦国㝿共同◊✲強化㸦B㸧㸧に㸰名が応募しており、少しずつではあ 
るが、ᾏ外をど㔝に入れた◊✲が㐍展している。 
11 月にマニトバ大学㸦カナダ㸧から教授を招⪸し、カナダの⟶⌮ᰤ㣴 
教⫱システムとᰤ㣴学◊✲の㔜せ性についてㅮ₇㡬いた。 
また、日ᮏ⸆学会ᮾᾏ支㒊が主催する他大学での国㝿ㅮ₇会にも✚ᴟ 
ⓗに参加し、㉁の㧗い◊✲に向けて◊㛑している。 
 
⑤◊✲⎔境の整備を推㐍する。 
 ◆◊✲⎔境に㛵する教員及び学⏕‶㊊度ㄪᰝを実施する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

ẖ年㸴月㡭に大学㝔兼担教員及び大学㝔学⏕に◊✲及び‶㊊度ㄪᰝを
実施している。 

2. 地域医⒪に㈉⊩できる

⊂創ⓗな◊✲を㐍めるた

めの、◊✲⎔境の整備充

実と外㒊㈨㔠の⋓得 

 

 

 

 

 

①ᮾὒ医学ⓗどⅬ及び⸆㣗同※のほⅬからᮏ学の⊂創ⓗ◊✲を㐍める
ための◊✲⎔境の充実を図る。 
◆2019 年 3 月までに、◊✲ブランド化委員会で、㉸㧗㱋♫会におけ
る予㜵のための⸆㣗同※・ᮾὒ医学ⓗ◊✲拠Ⅼをᵓ⠏し、2019
年 4 月から学内外へ公⾲する。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

このテーマは⚾❧大学◊✲ブランディング事ᴗの採択をど㔝に入れて
の内容であったが、⤖ᯝは不採択のため、このテーマをぢ┤していく。 
今後はᮏ学の◊✲ブランド力を作り上げるため、そのキーワードとし
て「⸆⮃」「ᰤ㣴改善」「⭠内⣽⳦叢」「㉸㧗㱋化」「健康寿命延伸」と、
㝔タ❧に向けた「⦆和ケア」が含まれるが、これらを㋃まえた◊✲
体制を᳨ウしていく。 
 
②各学⛉・各◊✲⛉・各分㔝に、⊂創ⓗな◊✲対㇟をタけ、共同◊✲

を㐍める体制をᵓ⠏ 
 ◆大学㝔の◊✲指導教員を増やし、◊✲指導力の強化を┠指す。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 
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┳ㆤ学専攻分㔝のタ⨨の伴い◊✲指導教員を 11 名増やした。また、共
㏻分㔝の充実を図るため、専㛛分㔝から◊✲内容が共㏻分㔝に㏆い㸰
名を㓄⨨換えした。 

 
◆全学ⓗな㞟団◊✲体制のᵓ⠏を᳨ウする。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

平成 30 年度⛉学◊✲㈝⿵助㔠 挑戦ⓗ◊✲㸦㛤拓㸧㸸㧗㱋や健康寿命
延伸を可⬟にするᰤ㣴-⭠内⣽⳦叢-多⮚器健全㐃㛵の分子ᶵ序ゎ明の
テーマで採択された。その⤖ᯝ、学内の㞟団ⓗ・ᶓ断ⓗな◊✲グルー
プが形成された。今後も◊✲テーマによっては㞟団◊✲体制を⦅成し
ていく。 
 
③学内に◊✲指導⪅がồめられない場合のために、他大学の◊✲に参

⏬する‽備を整え、◊✲に⾜きワった場合には、それを打㛤するよ
うなアドバイスなどをする体制の整備。 

 ◆三㔜大学との㐃携協定に加え、㛵㐃大学や㝔⏕所属ᶵ㛵の◊✲指
導⪅をᮏ学の⮫床教授として、委嘱する仕⤌みを整備する。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

ᮾ京・名古屋サテライトキャンパスに所属する♫会人㝔⏕の⫋場上司 
などに⮫床教授を委嘱し、日㡭の◊✲指導をする仕⤌みを整備した。 
 
④⛉学◊✲㈝などの外㒊㈨㔠の⏦ㄳ⋡及び採択⋡をあげるための具体 

ⓗ方⟇を実施 
◆2018 年度の⛉学◊✲㈝採択㢠㡰位 100位以内を┠指す。 
□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

◊✲実施委員会で、⛉学◊✲㈝⿵助㔠の応募を増加する方㔪のもと、
平成 30年度の⛉学◊✲㈝⿵助㔠の㓄分㡰位が⚾❧大学 570ᰯ中 101位
であった。㸦68件、81640千円㸧 

㸦平成 29 年度 565 中 121 位、57 件、62478 千円㸧 

 
◆よりⰋい⛉学◊✲㈝⏦ㄳ書作成のための支援ㅮ⩦会を㛤催する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

応募前に審ᰝ委員⤒㦂⪅による⏦ㄳ書☜ㄆを実施した。 
 
◆⛉学◊✲㈝などの外㒊㈨㔠の⏦ㄳ⋡及び採択⋡をあげるために、   
 教員ホ価システム㡯┠の◊✲㠃について、より充実させる。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

教員ホ価システムがヨ⾜ᮇ㛫を⤒てᮏ᱁ⓗに実⾜された後、その≧ἣ
をぢながら◊✲への㈉⊩度もホ価㡯┠に加えるよう᳨ウしていく。 
 
 ◆文㒊⛉学┬⚾❧大学◊✲ブランディング事ᴗの採択を┠指す。 

□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) ■大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

ブランディング事ᴗに応募したが、⤖ᯝは不採択であった。 
 
⑤◊✲倫⌮の☜❧と厳ṇな㐠⏝の実施 
 ◆学内つ⛬の整備と◊✲倫⌮・◊✲不ṇ㜵Ṇに㛵するㅮ⩦会ならび    
  に e ラーニングによる◊✲倫⌮教⫱の実施。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

コンプライアンス◊修を⛉◊㈝応募の時ᮇに、または動≀実㦂教⫱カ
⦎を㸳月にそれぞれẖ年㛤催し、教員➼◊✲に係る⪅への倫⌮教⫱を
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徹底している。 
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➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 7㸸地域・⏘学官㐃携推㐍 

【基ᮏ方㔪:2】 
 さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 
【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 

1.♫会に対する情報Ⓨ信のための地域・⏘学官㐃携◊✲ά動の推㐍 
2.学内◊✲のά性化に向けた地域・⏘学官㐃携◊✲ά動の強化 

㈐任⪅:㕥ᮌ宏㸦♫会㐃携◊✲センター㛗㸧 
分担⪅:☾㒊⠜⏨㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧 
事務局:◊✲振⯆ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬♫会に対する情報Ⓨ信

のための地域・⏘学官㐃携

◊✲ά動の推㐍 

 

① ┴・市⏫・企ᴗ・地域団体➼との㛫で⾜う◊✲に㛵する⏘学官㐃
携◊✲ά動の推㐍 
◆地域・⏘学官㐃携に基づく企ᴗ➼との共同◊✲の✚ᴟⓗ推㐍 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

Ụ南化工㸦ᰴ㸧、㸦有㸧明日㤶➼との⏘学共同◊✲を実施した。 
 
◆SUZUKA ⏘学官交ὶ会ά動への参加による広報ά動➼の推㐍 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 SUZUKA ⏘学官交ὶ会役員会にẖ回出席し、⌮事、事務局員として
建タⓗ意ぢを㏙べるなど交ὶ会のά動に参⏬すると共に、ᮏ学の◊
✲成ᯝ➼を✚ᴟⓗに広報した。 

 
◆みえメディカルバレーᵓ想ά動への参加による広報ά動➼の推㐍 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 みえメディカルバレー企⏬推㐍会㆟会㛗としてみえメディカルバ
レーᵓ想のά動ィ⏬の❧に携わると共に、ᮏ学の◊✲成ᯝ➼を✚
ᴟⓗに広報した。 

 
◆みえライフイノベーションプロジェクト㕥㮵㛵㐃ά動への参加 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 みえ LIP 㕥㮵でのά動㸦定ᮇⓗな㕥㮵態⸆学◊✲会の㛤催、
SUZUKA ⏘学官交ὶ会における㕥㮵㧗専や㕥㮵大学との交ὶなど㸧
に✚ᴟⓗに参⏬した。 

 
◆三㔜┴⏘ᴗ支援センターά動への参加 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 三㔜┴⏘ᴗ支援センターホ㆟員として、当ヱセンターホ㆟員会に出
席しセンターのά動支援とホ価に✚ᴟⓗに参⏬した。 

 
◆イノベーションジャパン㸦於㸸ᮾ京ビッグサイト㸧への参加による

◊✲成ᯝ➼の✚ᴟⓗ広報の推㐍 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 
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 放射⥺技⾡⛉学⛉・川㔝 ㄔ教授の◊✲成ᯝをⓎ⾲し、好ホを得た。 
 
◆㕥㮵態⸆学◊✲会の⥅⥆ 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  例年㏻り、年 2 回の◊✲会を㛤催した㸦これまでに 15 回㛤催㸧。 

2㸬学内◊✲のά性化に向

けた地域・⏘学官㐃携◊✲

ά動の強化 

① 地域・⏘学官㐃携◊✲ά動の強化に向けた方⟇の具体化 
◆♫会㐃携◊✲センター㐠営委員会の年㛫㸲回以上の㛤催 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 当ヱ㐠営委員会を年㛫㸱回㛤催した。 
 
◆♫会㐃携◊✲センター㹆㹎に◊✲シーズ㞟、地域・⏘学官㐃携ά動
成ᯝの掲㍕ 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ♫会㐃携◊✲センターの㹆㹎に◊✲シーズ㞟、地域・⏘学官㐃携ά
動成ᯝを掲㍕した。 

 
◆SUMS-NITS 医工㐃携◊✲会を年㛫㸱回以上の㛤催 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 SUMS-NITS 医工㐃携◊✲会を年㛫㸰回㛤催した。 
 
◆三㔜大学、㕥㮵㧗専➼との㐃携による共同◊✲や◊✲会への✚ᴟⓗ 

な推㐍 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 三㔜大学、㕥㮵㧗専➼との 3 大学公㛤フォーラムを実施した。 
 
② ♫会㐃携◊✲ά動の推㐍に向けた方⟇の᳨ウ 
◆㕥㮵医⒪⛉学大学・◊✲シーズ㞟 2019の刊⾜ 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ᮏ学の◊✲シーズ㞟 2019 を 1 月に刊⾜した。 
 
◆㕥㮵医⒪⛉学大学・◊✲⣖せ 2018 の刊⾜ 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ᮏ学の◊✲⣖せ 2018 を 1 月に刊⾜した。 
 
◆◊✲シーズ㞟・◊✲⣖せの地域・⏘学官⤌⧊への✚ᴟⓗ㓄布 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 ᮏ学の◊✲シーズ㞟 2019 と◊✲⣖せ 2018 を公ⓗ◊✲ᶵ㛵、㔠⼥ᶵ
㛵➼に㓄布した。 

 
◆入ヨ広報ά動における㕥㮵医⒪⛉学大学・◊✲⣖せのά⏝ 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 教員の┴内外の㧗ᰯゼ問時にᮏ学の◊✲⣖せ 2018 を持参して㧗ᰯ
の入ヨ担当教員に手Ώし、ᮏ学の⤂介を⾜った。 
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➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 8㸸国㝿交ὶの推㐍 

【基ᮏ方㔪:2】 
さらなる医⒪・⚟♴の⥲合大学化と㨩力づくり 

【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 
1.グローバル化に向けた国㝿交ὶのための学内体制の整備と支援体制づくり 
2.各学⛉単位での学⏕のᾏ外体㦂のᶵ会の拡充、教員の国㝿対応力と国㝿ⓗなⓎ信力の強化 
3. Ḣ⡿とアジア地域における保健・医⒪・⚟♴㡿域の学⾡・教⫱の交ὶ拠Ⅼづくりの促㐍 

㈐任⪅:ⴱ原ⱱᶞ㸦医⒪⛉学◊✲⛉㛗㸧 
分担⪅:☾㒊⠜⏨㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧 
事務局:◊✲振⯆ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬㡯┠              ά動ィ⏬内容 

1㸬グローバル化に向け 

た国㝿交ὶのための学

内体制の整備と支援体

制づくり 

①学内国㝿交ὶ拠Ⅼとして国㝿交ὶ室㸦仮⛠㸧タ⨨を大学に提する。 
◆2019 年 3 月までに国㝿交ὶ室タ⨨の┠㏵をつける。 

□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

国㝿交ὶ委員会は全学⛉代⾲でᵓ成する委員会をタ⨨し、全学と各学⛉
の国㝿交ὶά動の支援と実態ㄪᰝを実施している。これに対して、事務
担当⪅を⨨く大学⤌⧊としての国㝿交ὶ室タ⨨は、大学とἲ人にせㄳし
ているが、人員と予⟬を伴う㛵係で実⌧できていない。 
ただし、2019 年度から㜵⅏・危ᶵ⟶⌮対⟇委員会がタ⨨され、この中に
国㝿交ὶを推㐍するうえで最㔜せㄢ㢟であるᾏ外危ᶵ⟶⌮㒊会がタ⨨
されたことは、先㏙の国㝿交ὶ室タ⨨に向けて╔実に前㐍したといえ
る。 
なお、2019年度から中国からの大学㝔⏕受入れがỴ定しており、大学と
して、␃学⏕の就学と⏕άの両㠃での支援体制づくりに取り⤌む必せが
ある。 
 
②学⏕・教⫋員の国㝿交ὶ支援体制づくり。Ώ⯟手⥆きマニュアル作り、
安全情報、予㜵接✀などの情報提供、実施医⒪施タㄪᰝなどに╔手する。 
◆2019 年 3 月までに、支援体制の中で実⌧可⬟なものについて、マニュ
アル化する㸦Ώ⯟手⥆き、デ断書作成や予㜵接✀実施施タなど㸧。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

教⫋員や学⏕がᾏ外にΏ⯟する㝿、予㜵接✀やⱥ文デ断書が必せとなる
ケースがあるため、ᮏ学からẚ㍑ⓗ㏆㞄な医⒪ᶵ㛵や㐃⤡先、Ẽの✀
㢮➼をグ㍕した㈨料を委員全員で共有した。それ以外の㒊分については
ᮍ╔手である。 
 
③学内の各レベル㸦大学、学㒊、学⛉、個人㸧で実施されている国㝿協
力ά動㸦学⾡、教⫱、その他㸧の⌧≧ㄪᰝの実施と、⌧在、⥅⥆ⓗある
いはⴌⱆⓗに㐍⾜中のものがあれば、将᮶のⓎ展性を含めㄪᰝを実施す
る。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

2018 年度㛤催の委員会において、各学⛉における国㝿交ὶά動の⌧≧を
報告し、全員で共有した。2019 年度についても⥅⥆して各学⛉からのά
動ィ⏬を提出することにより、㐍捗≧ἣを☜ㄆしていく。 
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④国㝿交ὶά動の参⪃にするために、他大学の⤌⧊やά動をㄪᰝする。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

ᮏ件はᮍ╔手のため 2019年度以㝆も⥅⥆していく。 

2㸬各学⛉単位での学⏕ 

のᾏ外体㦂のᶵ会の拡 

充、教員の国㝿対応力 

と国㝿ⓗなⓎ信力の強 

化 

①国㝿対応力実㊶の場として、H29 年度に学⏕のᾏ外◊修を実施した㙀
⅍サイエンス、医⏝情報工、┳ㆤの㸱学⛉のά動を⥅⥆ⓗなものにする。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

2018 年度も以下の学⛉においてᾏ外◊修を実施し、ά動は⥅⥆ⓗなもの
になってきている。 
㙀⅍サイエンス学⛉㸸天ὠ中医⸆大学(中国)2019 年㸱月 17㹼21 日 
医⏝情報工学⛉㸸₎㝧大学ᰯ㸦㡑国㸧2018年㸷月㸱㹼㸳日 
┳ㆤ学⛉㸸Biola 大学㸦アメリカ㸧2019 年㸱月 16㹼25 日 
 
②ᮍ実施の全ての学⛉においても、教員と学⏕の一定数がᾏ外体㦂する
ことを┠ᶆに、学⛉単位で実施する。 
◆2019 年 3 月までに」数学⛉において、⥅⥆ⓗな学⏕のᾏ外◊修を実施
する㸦㙀⅍サイエンス学⛉、医⏝情報工学⛉、┳ㆤ学⛉はィ⏬㐍⾜中。
他学⛉でも可⬟性を探る㸧 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

㙀⅍サイエンス学⛉、医⏝情報工学⛉、┳ㆤ学⛉は①のとおりᾏ外◊修
を実施した。これら以外では以下の学⛉が学会Ⓨ⾲➼でᾏ外体㦂を⤒㦂
した。 
放射⥺技⾡⛉学⛉㸸中山医学大学(台‴)2019 年㸱月㸷㹼10 日 

3㸬Ḣ⡿とアジア地域に 

おける保健・医⒪・⚟ 

♴㡿域の学⾡・教⫱の 

交ὶ拠Ⅼづくりの促㐍 

①三㔜┴国㝿医⒪技⾡㐃携体制(M-MUSCLE)と㐃携し、国㝿交ὶを推㐍す
る。 

□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

委員会での᳨ウはされているが、具体ⓗに M-MUSCLE との㐃携までは⮳
っていないため、㐃携体制のᵓ⠏ができるよう 2019 年度も᳨ウしてい
く。 
 
◆三㔜┴国㝿医⒪技⾡㐃携体制(M-MUSCLE)の定ᮇ会㆟に参加して、情報
収㞟をするとともに、2018年度の募㞟があれば、ⱥ国との┳ㆤ師・┳ㆤ
学⏕◊修プログラムにᮏ学からのᾏ外◊修参加⪅を☜保する 

□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

三㔜┴国㝿医⒪技⾡㐃携体制(M-MUSCLE)において、 ⱥ国との┳ㆤ師・
┳ㆤ学⏕◊修プログラムに┴の支援を得て実施されているⱥ国➼への
▷ᮇᾏ外◊修への応募は、2018 年度はᮏ学からの応募はなかったが、
2019 年度も引き⥆き✚ᴟⓗ応募を促していく。 
 
②ᮏ学ά動として、㙀⅍サイエンス学⛉㸦天ὠ中医⸆大学など㸧、医⏝
情報工学⛉㸦㡑国ソウル市₎㝧大学ᰯ㸧、┳ㆤ学⛉㸦⡿国ロサンゼルス
Biola 大学㸧の交ὶを⥅⥆させ、協定に基づく大学レベルでの交ὶにレ
ベルアップしていく。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

天ὠ中医⸆大学(中国)と㙀⅍サイエンス学⛉は、ᾏ外◊修を㏻じて定ᮇ 
ⓗな交ὶを☜❧させているが、さらに日ᮏ⸆⮃学会を㏻じて中国の学会 
との交ὶが⥅⥆ⓗに⾜われている。 
医⏝情報工学⛉と┳ㆤ学⛉については大学㛫の協定が⥾⤖できるよう 
引き⥆き交ὶを図っていく。 
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③⸆学◊✲⛉ではタイ国コンケーン大学との協定に基づく学⾡交ὶを
推㐍する。 
□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

タイのコンケーン大学医学㒊とᮏ学大学㝔⸆学◊✲⛉との㛫で、双方の 

学⾡および教⫱・◊✲ά動において┦互利┈とⓎ展、国㝿⌮ゎとぶ善を 

῝めることを㊃旨として、平成 28 年 10 月 11 日に国㝿交ὶ協定㸦MOU㸧 

が⥾⤖された。平成 28 年 10 月より㸳年㛫を有効ᮇ㛫とし、その後、両 

ᶵ㛵の同意により更新するものとしており、国㝿交ὶの一⎔として、㐨 

➽を☜❧することを┠指している。 

今年度は同大学から教員が᮶日、◊✲打ち合わせが⾜われた。また、三 

㔜┴が実施する⸆剤師のインセンティブツアーで᮶日するタイからの

⸆剤師がᮏ学をゼ問した。⌧在もタイ⫢吸による⫹⟶がんⓎ⏕のᶵ序

に㛵する共同◊✲が⥆いている。 

 
◆学⏕のᾏ外◊修実施ᰯの≧ἣをㄪᰝし、大学㛫協定⥾⤖などによる定
ᮇⓗ交ὶや単位互換実施の可⬟性を探る。 

□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

ᮏ件はᮍ╔手のため 2019年度以㝆も⥅⥆していく。 

 



㕥㮵医⒪⛉学大学 

28 

➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 9㸸大学ά性化のための⥅⥆可⬟な⤌⧊体制改㠉 

【基ᮏ方㔪:4】 
 ḟ世代を担う教⫋員の㣴成とモチベーションの向上 
【基ᮏ方㔪:6】 

公┈性と収┈性の両❧ 
【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 

1.学㛗のリーダーシップのもとで、⤌⧊┠ᶆ㐩成のための PDCA サイクルの㉁の向上 
2.⌧場の⫋員の▱恵を⏕かした、⤌⧊・ᴗ務プロセスのぢ┤しによる効⋡化と㉁の向上 
3.教⫋員ホ価制度の㐺切な㐠⏝による教⫋員のモチベーション向上 
4.大学の危ᶵ全⯡に対して、教⫋員がⓗ☜に判断し円に対応できる危ᶵ⟶⌮体制の整備 

㈐任⪅:㇏⏣㛗康㸦学㛗㸧 

分担⪅:Ỉ㇂史⏕㸦ἲ人事務局㛗㸧、ᮧ⏣尚久㸦大学事務局㛗㸧、ᯘ 㞞ᶞ㸦ⓑ子事務㒊㛗㸧、宮崎和⿱

㸦⟶㈈ㄢ㛗㸧、勝⏣⬟成㸦前⟶㈈ㄢ㛗㸧、大⏿Ụ⨾子㸦庶務ㄢ㛗㸧 

事務局㸸人事・厚⏕ㄢ、庶務ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬の㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯㸬学㛗のリーダーシップ
のもとで、⤌⧊┠ᶆ㐩成の
ためのPDCAサイクルの㉁の
向上 

学㛗のリーダーシップの下に⤌⧊としての PDCA を╔実に回す。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

従᮶大学執⾜㒊により PDCA を回してきたが、各学⛉単位でもά動ィ⏬

を作成し PDCAを回している。また、教⫱ホ価制度の制定により、教員

一人一人に PDCA を回す仕⤌みを導入した。 

㸰㸬⌧場の⫋員の▱恵を⏕
かした、⤌⧊・ᴗ務プロセ
スのぢ┤しによる効⋡化と
㉁の向上 

事務⤌⧊の更なるᶵ⬟の向上を図るために、人ᮦの再㓄⨨を᳨ウす 
る。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

大学㝔ᴗ務が⦾忙となるため、新たに教務ㄢから⊂❧して大学㝔ㄢを
新タした。 

㸱㸬教⫋員ホ価制度の㐺切
な㐠⏝による教⫋員のモチ
ベーション向上 

システムの⌧≧を☜ㄆし、改善を᳨ウする。教⫱または◊✲に㞟中
する教員のホ価が出᮶るシステムをᵓ⠏する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

教員ホ価のᮏ実施に向けてのシステム᳨ドは⤊了した。ただし、処㐝
に反映するに┦応しくかつ整合性のとれた、よりⰋいシステムをᵓ⠏
するため引き⥆き᳨ドしていく。 

4㸬大学の危ᶵ全⯡に対し

て、教⫋員がⓗ☜に判断し

円に対応できる危ᶵ⟶⌮

体制の整備 

2019 年 3 月までに、危ᶵ⟶⌮マニュアルを作成するため、整備が必せ
な危㝤㡯┠について᳨ウする。 

□㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) ■㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

学㛗⤫括のもと、㜵⅏・危ᶵ⟶⌮対⟇委員会を❧ち上げ、危ᶵ⟶⌮体
制の整備及び危ᶵ⟶⌮マニュアルの再ᵓ⠏の‽備を⾜った。 
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➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 10㸸㈈政基┙の充実 

【基ᮏ方㔪:6】 
公┈性と収┈性の両❧ 

【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 
1. ㈈※☜保⟇の実㊶による安定ⓗな㈈政基┙のᵓ⠏ 
2㸬⿵助㔠制度と大学のシーズをά⏝した外㒊㈨㔠の⋓得推㐍 
3. 効ᯝⓗな⤒㈝削ῶの推㐍 

㈐任⪅:Ỉ㇂史⏕㸦ἲ人事務局㛗㸧 
分担⪅:☾㒊⠜⏨㸦◊✲振⯆ㄢ㛗㸧、勝⏣⬟成㸦前⟶㈈ㄢ㛗㸧、宮崎和⿱㸦⟶㈈ㄢ㛗㸧、岩⏣善光㸦⤒

⌮ㄢ㛗㸧 
事務局:⤒⌮ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1.㈈※☜保⟇の実㊶に

よる安定ⓗな㈈政基┙

のᵓ⠏ 

 

  

・保健⾨⏕学㒊リハビリテーション学⛉のタ⨨に伴う収容定員増及び
定員ᮍ充㊊学⛉の定員☜保により学⏕⏕徒➼⣡付㔠収入増を図る。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

2018 年 11 月、企⏬ㄢが中心となって、➇合する他大学の学⣡㔠とẚ
㍑することでᮏ学の学⣡㔠の┦対ⓗなホ価をㄪᰝした。そのㄪᰝ⤖ᯝ
を㋃まえ、⤒⌮ㄢと共に学⣡㔠の改ṇを作成した。 

2019 年 3 月 28 日㛤催の⌮事会にて改ṇが審㆟され、2020 年度入
学⏕から㐺⏝することがỴ㆟された。 
 

・大学広報の強化により、志㢪⪅数増加を┠指し、入学㔠収入・入学
᳨定料収入の増加を図る。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

2018 年度Ỵ⟬において、入学㔠収入㸦※㸧・入学᳨定料収入ともに前年
度ẚで⣙ 7㸣増加している。 
㸦※㸧入学㔠収入は、志㢪⪅数増加を┠指した⤖ᯝをẚ㍑するため、
2019 年度入学⪅㸦入学㔠前受㔠収入㸧と 2018年度入学⪅㸦入学㔠収入㸧
でẚ㍑している。 
 

2㸬外㒊㈨㔠の⋓得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①教⫱◊✲タ備・⨨➼に㛵する⿵助㔠制度の✚ᴟⓗなά⏝を促㐍す
る。 
「教⫱基┙タ備」「◊✲タ備」「ICT ά⏝推㐍事ᴗ」について、⿵助事ᴗ
の㟂せㄪᰝをする。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

文㒊⛉学書の「⚾❧大学における⿵助事ᴗ」に応募をした。 
⤖ᯝとして、「⚾❧大学➼◊✲タ備整備㈝➼⿵助㔠」の「◊✲タ備」に
ついて「採⏝」となった。 
ⓑ子キャンパスにタ⨨の「⺯光㢧微㙾システム」㉎入にあたり、㈝⏝
の㸰㸭㸱の助成があった。 
 
②教員➼の◊✲ά動に㈨するための㈈政基┙として、大学の◊✲シー
ズを基にした受ク・共同◊✲㈝や寄付㔠を⋓得する。 
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2㸬外㒊㈨㔠の⋓得  ◆◊✲シーズ㞟を㖟⾜、商工会㆟所、三㔜┴⏘ᴗ支援センター➼に㓄
布する 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

全学シーズ㞟を㌟㏆な存在としてά⏝していただけるように㸯㸶の
公ⓗᶵ㛵・企ᴗ支援団体・㔠⼥ᶵ㛵に㓄布を依㢗した。 
 
◆受ク・共同◊✲㈝や寄付㔠を⋓得し、◊✲ά動をάⓎ化させる 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

2018 年度の受ク・共同◊✲の入㔠㢠は 12件、22,194 千円。㸦2017 年
度 11 件、15,500 千円㸧 
 

3㸬効ᯝⓗな⤒㈝削ῶの

推㐍 

 

 

・⤒㈝削ῶ推㐍ά動の取⤌みを⥅⥆し、全学ⓗに⤒㈝削ῶ意㆑の向上
と定╔化を図る。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

≀品㉎入➼⏦ㄳ書、伺書➼の⛺㆟書のỴ⪅㸦≉にἲ人事務局㛗、
⤒⌮ㄢ、⟶㈈ㄢを中心㸧による㈝⏝対効ᯝのⷧい件や必せとする⌮
⏤が不明☜な件など、⤒㈝の↓㥏㐵いに⧚がりそうな件について
は、㔠㢠のῶ㢠や⏦ㄳの取り下げを⾜わせるなどの指導を⥅⥆して⾜
っている。 
 
・┠ᶆとなる収支差㢠のẚ⋡を定め、┠ᶆ㐩成に向けた予⟬削ῶを⦅
成⪅に⪃えさせるスキームを᳨ウし、2019年度予⟬の作成時にまず
は事務局の予⟬⦅成から実⾜する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

2019年度予⟬の事務局予⟬の⦅成を 11月と 1月の㸰回に提出させ
た。11 月の予⟬⦅成の⤖ᯝを受け、支出削ῶ┠ᶆを 6㸣と定めたこと
を予⟬⦅成⪅に㏻▱し、1月の最⤊予⟬の提出までに⤒㈝削ῶの᳨ウ
をさせることができた。 
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➨㸰㸫㸯ᮇのά動ィ⏬の㐩成≧ἣ 

 

㔜Ⅼ分㔝 11㸸㸲つのポリシーの実㉁化 

【基ᮏ方㔪:1】 
‶㊊度の㧗い教⫱の推㐍 

【中ᮇィ⏬】2018-2020 年度 
1.㸲つのポリシーの⟇定と㐠⏝についてガイドラインに則した PDCAサイクルを実⾜ 

㈐任⪅:㇏⏣㛗康 
分担⪅:教⫱改㠉委員会   
事務局:教務ㄢ 

2018 年度ά動ィ⏬ 

対応する中ᮇィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸲つのポリシーの㐠⏝ 

についてガイドライン

に則した PDCA サイクル

を実⾜  

①㸲つのポリシーの㐠⏝に㛵する㹎㹂㹁㸿サイクルの仕⤌みを実⾜ 
◆2018 年 9 月のガイダンスで、教⫱┠ᶆを㋃まえたディプロマポリ

シーを学⏕に周▱する。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 9 月のガイダンス時にカリキュラムマップを全学⏕に㓄布し、学⏕ 
⮬㌟が修得した⛉┠にⰍを塗り、その㈨料を基に担任と個別㠃ㄯす 
る仕⤌みを実施した。 
 
◆2018 年 9 月のガイダンスで、カリキュラムポリシーを学⏕に周▱

し、ディプロマポリシーとの一㈏性を☜ㄆし、教⫱ㄢ⛬が体⣔ⓗ
に⦅成されていることをㄝ明する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 各学⛉・学年における 9月のガイダンスで、カリキュラムマップ 
と学⏕せぴを基にㄝ明された。 
 
◆アドミッションポリシーと教⫱ㄢ⛬との整合性をⅬ᳨し、PDCA 

サイクルを回す。 
■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

PDCA サイクルのチェックᶵ⬟の一つとして、㸷月㛤催の教⫱改㠉
委員会および FD 推㐍委員会に、教⫱改善委員して任命された全学⛉
の学⏕が、参⏬し᳨ドした。 

 
②ディプロマポリシーの㐩成度をチェックする仕⤌みをᵓ⠏する。 

◆2019 年 3 月までに、ディプロマポリシーの㐩成度をチェックする
ために、学⏕の学修成ᯝに㛵する情報を、ⓗ☜に把握・ 定する
仕⤌みをᵓ⠏する。 

■㐩成(100%) □ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%) □大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶)  

上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

 2018 年度全卒ᴗ⏕に対し、アンケートを実施し、㞟ィデータを 
4 月㛤催の教務委員会で᳨ドした。 
 

③各学⛉のアセスメントポリシーについて、⮬己ホ価委員会を㏻して 
☜ㄆし、PDCA を回す。 

□㐩成(100%) ■ほぼ㐩成(実⾜中・80%) □㐜れ有(50%)□大幅な㐜れ有(30%ᮍ‶) 
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上グ㐩成≧ἣの具体ⓗ内容 

  教⫱㉁保ド委員会をタ⨨し、役割の一つとして、⮬己ホ価委員会 
で学⛉内のά動報告をする仕⤌みをィ⏬中。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


